
だてな
甲冑ニット政宗

～伊達市ニットで地域を元気に～

福島県立保原高等学校

プロジェクト



福島県北部に位置し
福島市に隣接
高低差がある盆地特有の
地形で果物がおいしい

名産のあんぽ柿
発祥の地

有名な伊達鶏

全国有数の収穫量
がある桃の産地



少子高齢化・人口減少は、伊達市に
おいても大きな問題である。

伊達市総合政策課の資料によると
2040年には45,000人を切ると推計されてい
る。→現在より25％減と予想

現在約６万人

ＲＥＳＡＳによる



今年の二月号市政だよりでニット
の特集が組まれた。
伊達市は果物や農業が盛んであ

るが、ニットも歴史のあ
る産業、デザイン性の高い生
地を生産しており、生地や柄の美
しさに定評がある。

課題研究の授業で地域につ

いて調べ、伝統産業である
ニットに着目した。



伊達市の産業は、
農業よりも圧倒的に
製造業が盛んであ
る。

今年９月に情報電気機器大
手メーカーの工場の縮小が
発表された。
製造業の主となる通信情報
機械器具にも不安がある。

指定地域＝伊達市 ＲＥＳＡＳによる売上高の比較



・製造業に占める繊維
工業の割合は、非常に

少なく1.4％しかな
い。

全国的にも
繊維工業は少ない

指定地域＝伊達市 製造業売上高の比較
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１９８５年を約４００億
円の生産額をピークに、
低価格の輸入品が急増、
生産拠点をコストの低い
中国などの海外に移動
し、急激に国内生産額が
低下した。１９８７年組
合加盟企業数は380、現在
22に減少。

福島県ニット組合にお伺いしました。
その資料によると、



昨年１０月台風１９号
で伊達市梁川地区は甚
大な被害を受け、ニッ
ト工業も大きな損失を
被った。

そして今年は、コロナ
禍、消費は大きく落ち
込んだ。
特に、衣服の小売り
は、緊急事態宣言が発
令された。４月の落ち
込みはもっともひど
い。



2020ふくしま春ニットフェア4/17～18 ビックパレット郡山 中止

ニットの里2020 伊達 春のニットフェア5/15～16 保原市民センター 中止

サマーニットフェアとうまいもの市5/29～30 コラッセふくしま 中止

2020ふくしまサマーニットフェア6/5～6 ふくしま空港 中止

2020年度 春・夏物ニットフェア
（伊達市ニット企業）

上記のフェアまた物産展販売会
の中止、そして百貨店やアパレ
ル店の休業で収入が激減。



◇伊達ニットの現状と課題

・OEM(他社ブランドの製品を製造すること)生産は必要であるが、伊達の
ニットの価値を高めるためには、独自性を持った製品づくりが重要であ
る。

・「伊達産」であることをアピールし、製品と地域の両方の
イメージを高めることが必要である。

・コロナ禍、ステイホーム・リモートワークで在宅が増え、着やすく、着心地
の良いニット製品の需要は見込めるのではないか。



・伊達市ニットの技術や伝統を次の世代にも繋げていく。
そのためには、伊達市ニットのブランディング化が必要であ
る。

・現在の販売会の主な顧客は、６０代と７０代が占める。
これを若年層に広げる必要がある。

◇伊達ニットの現状と課題



そこで、

だてな甲冑ニット政宗
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伊達政宗にニットを着せたらどうなる？



◆伊達政宗は仙台藩主として有名で、

伊達市は伊達氏発祥の地であり、
仙台市と相乗効果を狙いたい。

「伊達政宗」と「ニット」に焦点を当てる。

伊達氏ゆかりの八幡神社
“独眼竜として知られる伊達政宗も戦勝祈
願に訪れており、妻である愛姫を受け入れ
たのも当地であると伝えられているなど、
「伊達政宗ゆかりの地」でもある。



☽伊達政宗
◆日本一のオシャレ・派手好き

◆華やかな戦装束を身に着けていた

◆政宗の甲冑や陣羽織はハイセンス

◆☽月をイメージした特徴的な兜

◇政宗の甲冑と陣羽織をモチーフに

ニットが作れないか。



甲冑

甲冑の草摺

ロゴは伊達政宗の紋をイメージ

陣羽織

素案デザイン



ニット会社に、企画書を持参し協議の結果、
試作品を作成してもらえることになる。

現在、試作品をもとに完成に向けて、
検討を重ねている。

セーター・ポンチョまたはブランケット製品
を予定している。



甲冑をモチーフにしたセーターのデザイン

原案デザイン

ブランケット

小さく折りたためる
ようになっている

陣羽織をモチーフとしたポンチョ



ターゲット

歴史好き・戦国武将ファン・政宗を愛するひと

ファミリー層、家族で着てもらいたい

◆ステイホームの生活が楽しくなるアイテムとして、若い人に
ニットを利用してもらい、着やすくて暖かいニットの良さを知っ
てもらう。
◆甲冑ニットを着て、ＳＮＳで拡散してもらう。

（10代後半～４０代）



◇体制とスケジュール

福島県立保原高等学校
課題研究・市場調査班

福島県ニット工業組合

＝企画・デザインの提案・販売補助

依頼・相談

株式会社大三 ‣伊達市梁川町
有限会社大槻メリアス ‣伊達市梁川町
株式会社大河内メリアス ‣伊達市保原町

引き受け企業(製造・販売)

〇販売開始予定 来シーズン９月



これから
・販売に向けた課題解決、引き受け企業と協議継続。

・ヤフーショッピング等を使ったネット販売を中心に計画。

・ＳＮＳを使ったＰＲ活動

・イベント

：伊達氏ゆかりの八幡神社でお札やお守りと合わせて販売

：伊達市で一番の集客を誇る、道の駅りょうぜんでＰＲ活動

販売、そして福島市と広めていく

・この企画が成功すれば、次は甲冑ニット〇〇(例：織田信長等)

会津藩主や他の戦国武将に広げることが出来るのではないか。



地域経済を支える要として、
地域産業の振興は不可欠なものです。
今回のアイデアが形になり、伊達市の
イメージアップと伊達市産業の振興に
寄与できるよう取り組んでいきたいと
思います。

『ニットでガッチリ!!』


